
 

 

 

   

                            

 

    
 

                                                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 12 月 発行 

（TEL/FAX：46 - 5881)

 

今年のカレンダーも最後の一枚となりました。年の瀬を迎えて辺りも賑やかになり、なんとなく慌た

だしい毎日ですが、こんな時こそ、そわそわ気分にブレーキをかけ、心の余裕を忘れずに過ごしたい

ですね。

教育・保育力向上研修会（11 月 22 日） 

「小学校等への接続を意識した要録の書き方」 
長崎県幼児教育センター主催の市町巡回研修として、課長補佐の高田敦先生より、小学校側からの視点

も交え、具体的な例を挙げながらわかりやすくお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：高田敦氏　市町巡回研修「小学校等への接続を意識した要録の書き方」

　　　小学校は・・・ 

＊その子が興味・関心を示し、遊びの中で熱中して取 

り組んだこと、得意なこと、伸びたところを知りたい。 

＊短所ではなく課題を、またその課題に対して、保育者 

がどのように対応してきたか、対応によって 

子どもがどのように変容したかを知りたい。

＊「学年の重点」は、園長先生、主任の先生を中心

として、年度当初に園全体で考え設定する。 

＊「個人の重点」は、年度末に要録を作成する際に、 

1 年を通して特に重視した点を記載する。 

＊「～していた」という行動傾向、「できる・できない」 

といった一定の基準に対する達成度の評価の羅列に

ならないように留意する。 

＊遊びを通して、子どもに何が育まれてきたのかを伝え

ることが重要。 

＊項目別ではなく、その子にとっての著しいよさを、 

また課題や保育者の手立てと子どもの変容を 

書く。（日々の記録の中でも意識する） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【要録の記載例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：高田敦氏　市町巡回研修「小学校等への接続を意識した要録の書き方」

【訂正】 

研修会の中で、保育所（保育所型認定こども園）の要録は「保育日数、出席日数は書かなくてもよい」と話さ

れましたが、後日訂正の連絡がありました。これまで通り「幼稚園幼児指導要録・認定こども園園児指導要録・

保育所児童保育要録取扱い及び記入の手引き（第 2 版）」（P7）に則って、保育日数の欄は斜線、出席日数は

小学校等への送付日現在の出席日数を記載し、（○月○日現在）と併記するようにとのことです。


